

























based… on… the… information… obtained… from… the… survey.… On… the… other… hand,… when… conducting…
experiments,… it… is… important…not…to…plan…a…hypothesis…that…has…not…been…adequately…studied,…
but…to…have…screening…done…before…that.…For…that…purpose,…a…questionnaire…survey…can…be…used.
In…this…research,…we…treat…survey…and…experiment…as…one…set,… following…with…three…points…



























































































































































































































































































【ZY 1 】と各質問項目【XA 1 ～ XC 2 】の相
関を確認する。相関の低い項目（影響の少ない




























































価値に換算される（ 8 枚のカードの場合、1 位




































換し（たとえば、 1 位→ 9 点、 2 位→ 8 点…













































































































































のBQ 1 は平均値が 7 点満点の 6 点であり、上
げしろが少なく、これを維持する施策の検討が
必要であると考えられた。一方、C群のCQ 1 と









































































実験に用いる因子は、X 1 「容量」、X 2 「画
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【注】
1）本研究では、オンライン調査とインターネット
調査、ネット調査、ウェブ調査を同義として扱う。
2）たとえば、SurveyMonkeyやQualtrics、あるい
はGoogleフォーム（三浦・小林，2015）。
3）たとえば、FastaskやQuestantなど。
4）注意資源とは、認知的な課題の処理を遂行する
際に使用されるものであり、その要領には限界が
あることで知られる（川口，1995）。
5）回収率は調査品質の重要な指標であり、オンラ
イン調査では一般に低いとされるが、登録者集団
の構築方法や管理運用方法によりかなり差違があ
ることが分かっている（大隅，2008）。
6）大手インターネットリサーチ会社が提供してい
るアンケート調査システムを活用する場合、無料
の範囲で利用できる質問項目数には制限が設けら
れていることもある。この場合、有料プランに切
り替えることで質問項目数の制限、1アンケート
あたりの回答数の制限、結果の閲覧制限等の許容
範囲を変更することが可能になる。
7）主成分を示すアルファベットとしてZ、目的変
数を表すためY、第一主成分であるため数字の1
を組み合わせた。以降の主成分の表記も同様であ
る。
8）与えられたデータを平均が0、分散が1のデータ
に変換すること。
9）実験計画法をマーケティングの分野に取り入れ
た調査解析の手法がコンジョイント分析である。
10）スマートフォンの満足度調査においては、たと
えば機種、使用期間、契約プランの違い等の影響
もあると考えられるため、調査項目の選定は、調
査目的や仮説に基づき吟味する必要がある。
11）…実験に用いる因子・水準についても、調査結果
と目的に基づき検討が必要である。本事例で画面
の大きさに関する水準の最大が5.5インチとなっ
ているのは、実験の実施時期に6インチサイズの
スマートフォンが発売されていなかったためで
ある。

